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ABC蛋白質はバクテリアから人まで地球上のほぼすべての生物が
もつトランスポーターのファミリーで、共通のATP結合ドメインをもち、
さまざまな物質を細胞膜を介して輸送している。

人のもつABC蛋白質（48種類）は、健康の維持に重要な役割を果た
している。たとえばABC蛋白質のひとつABCA1は善玉コレステロー
ル(HDL)の形成に必須であり、作用機構解明は動脈硬化の予防
に役立つ。

植田が30年前に世界で初めて発見した真核生物最初のABC蛋白
質であるMDR1の構造を高解像度で明らかにした。
構造解析によって、ABC蛋白質が輸送基質を
細胞膜中から蛋白質内部に取り込むための
入り口など、輸送機構の詳細が明らかになった。

MDR1はさまざまな有害物が、体内や脳
に蓄積しないように働いている。MDR1の
作用機構の解明は、 HDL形成に関わる
ABC蛋白質であるABCA1のメカニズムの
解明につながる。
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図１．MDR1の構造解析によって
輸送機構が明らかになった

MDR1の発現がES細胞やiPS細胞において非常に低
いことを発見し、それを利用して再生医療の際に未分化
のiPS細胞を除去することができる新規蛍光物質KP-1 
を開発することに成功した。

図2．iPS細胞ではMDR1の発現が低く、
新規蛍光物質KP-1が排出されないため、
蛍光を発する未分化iPS細胞を分化細胞
から除去することができる


